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自
治
体
保
育
労
働
者
の

全
国
集
会
が
２
月
15
、

16

日
で
開
催
さ
れ
ま

す
。 

 

一
日
目
の
記
念
講
演

は
、
「
檻
の
中
の
ラ
イ
オ

ン
」
を
執
筆
し
た
広
島
の

弁
護
士
、
楾
大
樹
（
は
ん

ど
う
た
い
き
）
氏
に
決
定

し
ま
し
た
。
楾
氏
は
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル

も
開
設
し
て
お
り
、
「
公

務
員
が
な
ぜ
日
本
国
憲
法

を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
」
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
発
信
し
て
い
ま
す
。 

 

 

憲
法
を
学
ぶ
と
い
う
行

為
は
「
難
し
い
」
「
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
」
と
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
ラ
イ
オ
ン

＝
主
権
者
、
檻
＝
憲
法
と

い
う
例
え
で
、
非
常
に
わ

か
り
や
す
い
内
容
で
す
。 

 

 

公
務
員
に
は
ぜ
ひ
聞
い

て
も
ら
い
た
い
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
初
日
だ

け
の
参
加
も
可
能
で
す
の

で
、
２
月

15

日
は
国
際

会
議
場
に
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
！  

 

原
水
爆
禁
止
２
０
２

４
年
世
界
大
会
は
「
被

爆
者
と
と
も
に
、
核
兵

器
の
な
い
平
和
で
公
正

な
世
界
を
―
人
類
と
地

球
の
未
来
の
た
め
に
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
８

月
４
日
～
６
日
広
島
市

内
を
中
心
に
開
催
さ

れ
、
約
７
０
０
０
人
が

国
内
外
か
ら
参
加
し
ま

し
た
。 

 
４
日
と
６
日
の
総
会

で
は
、
市
民
社
会
と
し

て
核
抑
止
力
論
を
止

め
、
日
本
政
府
に
核
兵

器
禁
止
条
約
批
准
、
署

名
を
求
め
よ
う
、
核
廃

絶
の
カ
ギ
は
世
界
中
の

市
民
の
連
携
に
あ
る
と

発
言
が
続
き
ま
し
た
。 

 

被
爆
者
は
こ
の
苦
し

み
は
二
度
と
味
わ
い
た

く
な
い
、
核
と
人
類
は

共
存
で
き
な
い
と
訴
え

ま
し
た
。 

 

運
動
交
流
で
は
、
沖

縄
の
少
女
暴
行
事
件
に

対
す
る
県
民
集
会
の
計

画
、
高
校
生
か
ら
の
核

兵
器
禁
止
条
約
を
集
め

外
務
省
に
提
出
す
る
、

と
力
強
い
発
言
に
未
来

へ
の
希
望
を
感
じ
ま
し

た
。
「
広
島
か
ら
の
よ

び
か
け
」
は
、
来
年
の

被
爆
80
年
へ
被
爆
体
験

を
語
る
集
い
に
取
り
組

み
、
若
い
世
代
と
と
も

に
未
来
を
切
り
ひ
ら
こ

う
と
発
信
し
ま
し
た
。 

 

５
日
の
「
第
46
回
自

治
体
労
働
者
平
和
の
つ

ど
い｣

で
は｢

黒
い
雨｣

訴
訟
に
つ
い
て
、
竹
森

弁
護
士
が
、

高
裁
判
決
で

は
外
さ
れ
た

疾

病

要

件

が
、
翌
４
月

か
ら
の
運
用

で
は
要
件
と

さ
れ
、
大
勢

が
手
帳
申
請

を
却
下
さ
れ

て
第
二
次
訴

訟
が
始
ま
っ

た
こ
と
に
触

れ
、
被
爆
実

態
を
過
小
評

価
す
る
国
と

の
闘
い
に
支

援
を
求
め
ま

し
た
。
岡
久

原
告
団
長
も

高
裁
判
決
を
生
か
せ
る

よ
う
訴
え
ま
し
た
。 

 

６
日
は
広
島
市
職
員

慰
霊
献
花
行
動
に
全
国

か
ら
40
人
が
参
加
。
折

り
鶴
や
色
紙
が
寄
せ
ら

れ
、
公
務
公
共
労
働
者

と
し
て
核
兵
器
廃
絶
の

強
い
決
意
を
誓
い
合
い

ま
し
た
。 

 

７
月
10
日(

水)

、
広
島
自
治
労

連
連
続
学
習
会
「
聞
い
て 

知
っ
て 

私
た
ち
の
仕
事
」
の
第
１
回
目
が
広

島
自
治
労
連
に
て
会
場
・
オ
ン
ラ
イ

ン
併
用
で
開
催
さ
れ
、
計
49
名
が

参
加
し
ま
し
た
。 

 

第
１
回
目
は
広
島
市
職
労
の
２
名

か
ら
、
広
島
市
の
行
政
の
仕
事
に
つ

い
て
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。 

 

ま
ず
、
東
区
役
所
地
域
起
こ
し
推

進
課
で
勤
務
４
年
目
と
な
る
仲
間
よ

り
、
地
域
起
こ
し
推
進
課
の
業
務
が

町
づ
く
り
や
地
域
の
魅
力
発
信
、
安

心
・
安
全
に
関
す
る
防
災
活
動
、
児

童
館
の
管
理
、
有
害
鳥
獣
へ
の
対

応
、
農
林
業
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
こ

と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
町
づ
く
り

に
関
わ
る
中
で
行
政
が
担
う
部
分
も

大
切
だ
が
、
住
民
を
主
体
と
し
た
町

づ
く
り
が
行
え
る
よ
う
に
し
た
い
と

い
う
思
い
も
語
ら
れ
ま
し
た
。 

 

次
に
、
東
区
役
所
で
高
齢
福
祉
に

携
わ
り
22
年
間
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

を
し
て
い
る
仲
間
か
ら
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
制
度
の
変
更
や
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
保
険
証
の
導
入
に
よ
り
、
窓

口
を
訪
れ
る
高
齢
者
が
混
乱
し
て
い

る
現
状
が
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

市
民
一
人
ひ
と
り
に
丁
寧
に
対
応

す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
る
一
方
で
、

多
い
時
に
は
一
日
50
～
60
人
が
窓

口
へ
訪
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
あ
る
程

度
機
械
的
な
対
応
も
や
む
を
得
な
い

苦
し
い
状
況
が
語
ら
れ
ま
し
た
。 

 

市
民
の
た
め

に
働
く
仲
間
の

仕
事
や
思
い
を

知
る
こ
と
が
で

き
、
改
め
て
自

身
の
仕
事
を
見

直
す
良
い
機
会

と

な

り

ま

し

た
。 

広島自治労連連続学習会 

「聞いて 知って 私たちの仕事」開催！ 

第1回“広島市の行政職”教えて! 

↑   → 

写真は原水爆禁

止世界大会や自

治体労働者平和

のつどいと慰霊

献花行動の様子 

写
真
は
学
習
会

に
て
話
を
聞
く

参
加
者
の
様
子 
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７
月

27

日(

土)

～

29

日(

月)

、
第

56

回

全
国
保
育
団
体
合
同
研

究
集
会(

以
下
、
合
研)

が
熊
本
県
を
拠
点
に
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ト
で
開
催
さ

れ
、
会
場
と
オ
ン
ラ
イ

ン
を
合
わ
せ
て
全
国
で

７
２
０
０
人
を
越
え
る

参
加
が
あ
り
、
広
島
市

職
労
か
ら
12
名
が
現

地
で
、

25

名
が
オ
ン

ラ
イ
ン
で
参
加
し
ま
し

た
。 

 

テ
ー
マ
は
「
つ
な
が

り
、
ふ
み
だ
し
、
つ
く

り
だ
そ
う
―
す
べ
て
の

子
ど
も
の
笑
顔
と
平
和

の
た
め
に
―
」
、
熊
本

の
保
育
士
た
ち
の
力
強

い
合
唱
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。 

 

３
日
間
は
、
保
育
・

子
育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

乳
幼
児
期
の
心
の
育
ち

や
集
団
づ
く
り
等
の
講

座
や
分
科
会
、
フ
ォ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
安

田
菜
津
紀
さ
ん
に
よ
る

記
念
講
演
で
構
成
さ
れ

ま
し
た
。 

 

保

育
・
子

育

て

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
成

功
も
失
敗
も
語
り
合

い
、
保
護
者
と
保
育
者

が
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
が
第
一
歩
だ
と
確

認
。
「
公
立
保
育
所
の

廃
止
・
民
営
化
を
考
え

る
」
の
分
科
会
で
は
保

育
園
支
部
と
広
島
市
公

立
保
育
園
保
護
者
会
連

絡
会
か
ら
参
加
し
、
広

島
市
幼
児
教
育
保
育
ビ

ジ
ョ
ン
に
よ
る
統
廃

合
・
認
定
こ
ど
も
園
化

の
状
況
や
八
幡
東
保
育

園
の
急
な
閉
園
方
針
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し

た
。 

 

記
念
講
演
で
は
安
田

さ
ん
が
、
「
共
に
生
き

る
と
は
な
に
か
―
紛
争

地
、
難
民
、
家
族
の
声

か
ら
考
え
る
平
和
―
」

の
テ
ー
マ
で
、
シ
リ
ア

や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
パ
レ

ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
で

暮
ら
す
人
々
の
思
い

を
、
写
真
と
言
葉
で
伝

え
て
き
た
活
動
を
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
ヘ
イ
ス
ト

ピ
ー
チ
で
迫
害
を
受
け

て
い
る
実
態
に
つ
い
て

も
、
歴
史
的
背
景
を
紹

介
さ

れ
、
「
皆
さ
ん

は
、
子
ど
も
た
ち
に
平

和
を
ど
う
や
っ
て
説
明

し
ま
す
か
」
と
問
い
か

け
ら
れ
、
「
共
に
生
き

る
」
こ
と
を
考
え
る
場

と
な
り
ま
し
た
。 

つ
な
が
り
、 

 

ふ
み
だ
し
、 

 
 

つ
く
り
だ
そ
う 

 

―
子
ど
も
の
笑
顔
と 

 
 
 

平
和
の
た
め
に
― 

成
功
も
失
敗
も 

 
 
 
 
 
 

語
り
合
い
、 

 

保
護
者
と 

 
 
 

保
育
者
が 

 
 
 
 
 

つ
な
が
ろ
う 

子
ど
も
た
ち
に 

  

平
和
を
ど
う
説
明 

    

し
て
い
る
の
か 

分科会では熱い討論が繰り広げられる 

 

７
月

21

日
（
日
）
、

第
１
１
２
回
定
期
大
会
を

開
催
。
活
動
方
針
で
は
、

人
事
院
勧
告
の
「
給
与
制

度
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
」
が

盛
り
込
ま
れ
る
見
込
み
か

ら
、
地
域
手
当
の
大
く
く

り
化
や
扶
養
手
当
の
見
直

し
等
、
市
職
員
に
も
影
響

が
及
ぶ
懸
念
事
項
を
要
求

書
に
盛
り
込
む
よ
う
提

案
。
さ
ら
に
、
社
会
的
関

心
が
高
い
「
カ
ス
ハ
ラ
」

対
策
に
つ
い
て
も
要
求
を

あ
げ
る
こ
と
も
言
及
し
、

す
べ
て
の
議
案
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
今
回
の
定
期
大

会
で
中
央
執
行
委
員
長
が

塩
見
信
彦
さ
ん
か
ら
柴
野

敏
雄
さ
ん
に
交
代
し
、
新

体
制
と
な
り
ま
し
た
。 

広
島
市
職
労 

広
島
市
ひ
と
・
ま
ち
労
組 

 

７
月

30

日(

火)

ま
ち

づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

で
、
第

29

回
定
期
総
会

を

開

催

し

15

名

が

参

加
。
「
青
少
年
施
設
の
今

後
や
、
非
常
勤
職
員
の
一

時
金
問
題
等
の
現
状
に
、

あ
き
ら
め
ず
声
を
上
げ
、

広
島
市
の
社
会
教
育
の
発

展
と
、
安
心
し
て
働
け
る

職
場
環
境
を
目
指
し
、
皆

さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
頑

張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
確
認
し
ま
し
た
。 

 

総
会
終
了
後
、
先
輩
職

員
を
講
師
に
研
修
会
を
開

催
。
「
利

用

者

と

話

を

し
、
地
域
の
方
々
と
信
頼

関
係
を
作
る
。
地
域
を
歩

き
、
地
域
を
知
る
」
こ
と

が
大
事
で
あ
る
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。 

広
島
市
会
計
年
度
労
組 

 

７
月

30

日
（
火
）
、

第

16

回
定
期
大
会
を
開

催
。
住
民
生
活
を
支
え
る

13

名
の
仲
間
が
参
加
。

自
治
労
連
の
「
３
Ｔ
ア
ク

シ
ョ
ン
」
全
国
運
動
で
、

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

導
入
５
年
目
の
今
年
、
勤

勉
手
当
の
支
給
と
な
り
ま

し
た
が
、
扶
養
手
当
、
住

居
手
当
は
支
給
さ
れ
ず
、

退
職
手
当
は
フ
ル
タ
イ
ム

の
会
計
年
度
職
員
の
み
支

給
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

運
動
方
針
で
は
、
①
定

期
昇
給
を
現
在
の
１
号
か

ら
４
号
に
②
昇
給
上
限

20

年
の
撤
廃
③
退
職
手

当
の
新
設
な
ど
確
定
交
渉

に
向
け
、
非
正
規
連
絡
会

ヒ
ロ
シ
マ
に
結
集
す
る
こ

と
等
を
採
択
し
ま
し
た
。 

 

 

７
月

28

日(

日)

、

広
島
市
安
佐
北
区
高
陽

公
民
館
で
、
市
民
の
み

な
さ
ん
に
広
島
市
の
現

在
の
給
食
の
良
さ
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
『
ひ
ろ
し
ま
給
食

ま
つ
り
ぷ
ち
ぷ
ち
２
０

２
４
』
が
開
催
さ
れ
、

３
５
０
人
超
の
来
場
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

 

来
場
し
た
子
ど
も
た

ち
は
、
豆
つ
か
み
や
輪

投
げ
、
箱
の
中
身
当
て

や
ぬ
り
絵
な
ど
『
食
』

に
因
ん
だ
遊
び
に
参
加

し
た
り
、
環
境
局
の

『
ご
み
の
分
別
紙
芝

居
』
や
パ
ネ
ル
ク
イ
ズ

を
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

食
育
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
給
食
ク
イ
ズ
や
野

菜
の
皮
む
き
体
験
に
真

剣
に
取
り
組
ま
れ
、
給

食
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
実
際
に
使
用
す
る

大
き
な
調
理
器
具
に
触

れ
、
驚
い
た
様
子
も
楽

し
そ
う
で
し
た
。 

 

夏
祭
り
の
屋
台
に
見

立
て
た
『
給
食
屋
台
』

で
は
学
校
給
食
人
気
メ

ニ
ュ
ー
７
種
類
を
２
０

０
個
ず
つ
用
意
し
ま
し

た
。
家
族
連
れ
が
長
蛇

の
列
を
な
し
、
人
気
の

揚
げ
パ
ン
や
ド
ラ
イ
カ

レ
ー
は
予
定
よ
り
も
早

く
完
売
し
ま
し
た
。 

 

来
場
者
か
ら
は
、

｢

懐
か
し
い
な
ぁ
」｢

昔

と
変
わ
ら
な
い
、
給
食

の
味
だ
！
」
と
感
想
を

い
た
だ
き
、
大
盛
況
。 

 

給
食
の
『
い
ま
』
そ

し
て
未
来
を
考
え
な
が

ら
、
家
族
み
ん
な
で
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
て

い
た
だ
き
、
ス
タ
ッ
フ

全
員
「
や
っ
て
よ
か
っ

た
」
と

笑
顔
の

一
日
で

し
た
。 

懐
か
し
い
給
食
の

味
で
大
盛
況 

広島自治労連 

2024「秋の組織集会」 

●9月19日（木） 

 18：45～20：30 

●広島ロードビルでオ

ンライン併用で開催 

●「自治労連共済の

魅力を活かして組織

拡大を」（仮称） 

●講師 自治労連共

済 山田事務長  

●各単組から積極

的にご参加ください 

単組の定期大会（総会） 

分科会「公立保育所の 

廃止・民営化を考える」 

広島自治労連 
 非正規連絡会 

ヒロシマ主催 

「2024秋闘勝利！ 

学習決起集会」 

●9月28日（土）夕方 
時間は決まり次第、単組役

員を通じてお知らせします。 

●市民交流プラザで

オンライン併用で開催 

●講師  

 自治労連賃金権利

局長 嶋林弘一さん 
 

広島自治労連 

第35回定期大会 

●10月20日（日） 

12：30～17：00 
●広島ロードビルでオ

ンライン併用で開催 

●内容 

 活動報告、運動方

針提案、役員選挙 
●各単組の代議員登録と

発言をお願いいたします。 

●3件とも問い合わせは 

  広島自治労連  

℡ 082-243-9240 

広島自治労連連続学習会 

「聞いて 知って 私たちの仕事」 
 第3回：9月27日（金）19時～20時30分 

 お話する仲間：広島県福祉事業団労組 

        広島介護労  


